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層状ペロブスカイト自己組織膜を用いた有機FETの発光および電気特性
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Ti02単結晶の(1 1 0 )、(2 0 0 )、(0 0 2 )表面を各種有機ガス
(H20，C2H50H，CH30H，CH3COCH3)に暴露しながら紫外線を照射し、その格子変調を観
測した結果、メチルアルコール蒸気下での紫外線照射により(110)表面の表面構造が特異
的に変調される現象を見いだした。他の単結品表面では(110)表面と比較して顕著な変化
は観測されず、 (110)面が光触媒活性が強い事が確認されると共に、本システムが有機ガ
ス・紫外線照射の環境下での表面回折測定に適用可能であることが示された。
(d) nm膜厚の有機薄膜の構造・配向解析
有機・高分子の構成原子は炭素、水素、窒素など、X線散乱能が小さいものが多く、また
薄膜試料の場合には基板材と比較して極めて僅かな厚みしか持たないため、従来のX線回
Vll 
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折法では大半の信号は基板材からのものとなり、有機薄膜の構造評価は難しい。そこで、
本システムにてnm膜厚の有機薄膜を対象とした構造・配向解析を試みた。試料には強誘
電性ビニリデンフルオライド(VDF)オリゴマーを用いた。反応場セルの基板ヒータを用い
て基板温度を制御し、膜厚30nmのVDFオリゴマー蒸着膜の回折測定を行った。薄膜に対
するX線入射角を0.1-0.30 の極低角領域で調整してS/Nレベルを上げることで、有機膜
からの回折ピークをはじめて得た。この回折ピークの温度依存性から、 VDFオリゴマー
薄膜は基板加熱によって常誘電相(I型)から強誘電相(I型)への構造転移すると共に、アル
カリハライド単結品基板上でエピタキシャル成長したVDFオリゴマー膜の配向分布は殆
ど変化せず、基板一分子相互作用が非常に強いことがわかった。
(e) X線表面散乱波による表面密度分析
X線の表面における屈折から鏡面反射への遷移領域において、試料表面を沿って進行す
るX線を表面散乱波と定義すると、入射角が既知であればX線散乱波スペクトルEcから
電子数密度が算出可能となる。本研究では、 X線表面散乱波の検出とその物理的機構の検
討とを行った。 Pt薄膜/シリコンウエハー、水素終端化シリコンの表面密度計測、銅薄膜
の紫外線・強酸蒸気による強制酸化過程のin-sutu観測などの実験結果から本測定では表
面から数10nm程度の表面密度が計測されており、特殊な環境下での表面分析が可能であ
ることが示唆された。
総じて、白色X線を観測プローブとして用いた「エネルギー分散型X線分析システムJ
が、特殊な環境にある表面や薄膜の分析手法として、有望であることを示した。その研究
成果の詳細は、次項以降に示す。
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